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加古川市スマートシティ構想

（１）透明性とプライバシー保護（Transparency & Privacy）
データの利活用にあたっては、市民の皆さんのプライバシーの保護に
十分な配慮を行います。また、市の意思決定過程における透明性の確
保に努めるとともに、設置する機器に対するプライバシーリスクの潜
在的な影響や脅威を評価したうえで設置します。

（２）安全・安心・回復性（Safety, Security & Resiliency）
自然災害、不慮の事故、情報セキュリティなどによる障害が発生した
場合でも、最低限の機能が維持しながら、早期に回復できる能力を確
保するように努めます。

（３）相互運用性とオープン性（Interoperability & Openness）
ICT技術導入の際は、システム間において様々なデータに接続するこ
とが可能となる相互運用性を担保しながらエコシステムの実現を図り
ます。また、データが広く社会において適正に使用されるように、組
織間の壁を意識せずデータ利活用が最大限に行われるように努めます。

（４）公平性、社会的包摂、社会的影響（Equity, Inclusion & 
Societal impact）
あらゆる人材が能力を最大限発揮し、やりがいを感じられるような社
会を実現するために、サービスや機会損失を発生させず誰一人取り残
さないように努めます。また、その社会への影響を評価し、市民生活
の向上と環境保全に努めます。

（５）運用面と財政面の持続可能性（Operational & Financial 
Sustainability）
スマートシティの実現においては、運用面・財政面の両方から持続可
能でより効果的・効率的な事業であることを確認しながら実装するよ
うに努めます。

基本⽬標１ 【市民】 市民のQOL や利便性を向上するサービス
① いつでもどこでもできるストレスフリーな行政⼿続の実現
② 誰にでもやさしい窓⼝環境の実現
③ 欲しい情報がすぐ⼿に入る効果的な情報発信
④ 安心して⼦育てをできるまちづくり
⑤ ⾼齢者にやさしいまちづくり
⑥ GIGA スクールの推進（デジタル教育）
⑦ 行政情報の⾒える化

基本⽬標２ 【まち】 都市機能の強化や都市課題の解決
① 快適に移動できるまち
② 安全・安心のまちづくり
③ 災害に強いまちづくり
④ にぎわいのあるまちづくり
⑤ インフラの整備及びメンテナンス

基本⽬標３ 【行政】 デジタル行政の推進
① 情報のデータ化によるスムーズな窓⼝対応
② 最新技術による徹底した業務効率化
③ どんな時も業務継続を可能とする体制づくり
④ 多様なデータの利活用による新たな行政サービスの実現
⑤ スマートシティアーキテクトの育成

スマートシティ推進の5 原則 スマートシティ推進の基本⽬標

誰もが豊かさを享受できる スマートシティ加古川

〜 「幸せを実感できるまち加古川」の実現に向けて 〜


